
 

 

仲
間
と
競
争
せ
ず
、
弱
い
人
と
共
に
団
結
し
て
闘
お
う
。 

 

な
く
そ
う
差
別
！
運
転
免
許
証
の
本
籍
地
記 

仲
間
と
競
争
せ
ず
、
弱
い
立
場
の
人
と
共
に
団
結
し
て
闘
お
う
。 

期
間
雇
用
社
員
の
希
望
者
全
員
の
正
社
員
化
を
。 

め
ざ
せ
、
均
等
待
遇
、
な
く
そ
う
差
別
！ 

ユ
ニ
オ
ン
は
労
契
法
裁
判
に
勝
利
す
る
ぞ
！ 

 

X
（
旧
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
）
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
！

 
未
来
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
も
見
れ
ま
す
。
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ユ
ニ
オ
ン
長
崎
で
検
索
！

 

  
 

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

２
月
６
日
、
郵
政
産
業
労

働
者
ユ
ニ
オ
ン
は
、
東
京
で

第
１
４
回
中
央
委
員
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
九
州
地
本
か

ら
は
米
地
委
員
長
が
出
席
し
、

各
地
方
委
員
会
で
出
さ
れ
た

意
見
を
基
に
議
論
を
行
い
、 

２
６
春
闘
方
針
を
確
立
し
ま

し
た
。 

 

委
員
会
は
日
巻
中
央
執
行

委
員
長
が
、「
全
国
各
地
か
ら

参
加
さ
れ
た
中
央
委
員
の
皆

さ
ん
、
お
疲
れ
様
で
す
。
北

海
道
本
部
、
東
北
地
本
の
皆

さ
ん
に
置
か
れ
ま
し
て
は
、

記
録
的
な
寒
波
と
豪
雪
に
よ

り
日
常
生
活
に
多
大
な
影
響

が
発
生
し
て
い
る
な
か
、
業

務
や
組
合
活
動
を
行
う
上
で

大
変
な
ご
苦
労
が
あ
る
か
と

思
い
ま
す
。 

今
中
央
委
員
会

は
各
地
本
か
ら
選
出
さ
れ
た

中
央
委
員
の
皆
さ
ん
と
、
主

会
場
と
な
っ
て
い
る
本
部
と

リ
モ
ー
ト
で
結
び
開
催
し
ま

す
。
全
国
各
地
か
ら
参
加
し

て
い
る
中
央
委
員
の
皆
さ
ん

が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
中
央
委

員
会
成
功
に
向
け
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
を
行
い
開
会
し
ま
し
た
。 

 

確
立
さ
れ
た
２
６
春
闘
方

針
を
報
告
し
ま
す
。 

自
民
党
と
日
本
維
新
の
会

に
よ
る
高
市
政
権
は
、
①
憲

法
９
条
改
憲
②
防
衛
費
Ｇ
Ｄ

Ｐ
比
２
％
増
額
③
労
働
時
間

規
制
の
緩
和
検
討
な
ど
、
極

め
て
危
険
な
政
治
姿
勢
を
鮮

明
に
し
て
い
ま
す
。
２
６
春

闘
で
は
自
ら
の
要
求
課
題
実

現
に
向
け
て
取
り
組
む
と
と

も
に
、
自
維
政
権
が
進
め
よ

う
と
し
て
い
る
悪
政
と
対
峙

し
跳
ね
返
し
て
い
く
た
た
か

い
を
展
開
し
ま
す
。 

 

春
闘
期
で
の 

賃
金
引
き
上
げ
を 

２
５
春
闘
で
は
一
般
職
、

地
域
基
幹
職
の
初
任
給
改
善

と
合
わ
せ
、
一
般
職
及
び
地

域
基
幹
職
の
若
年
社
員
層
に

最
高
で
２
万
円
を
超
え
る
基

本
給
改
定
を
勝
ち
取
り
ま
し

た
。
一
方
、
地
域
基
幹
職
の

中
堅
社
員
層
は
お
金
の
か
か

る
世
代
で
あ
り
な
が
ら
５
０

０
０
円
の
ベ
ア
で
し
か
な
く
、

生
活
改
善
に
ほ
ど
遠
い
賃
上

げ
と
な
り
ま
し
た
。
物
価
高

騰
か
ら
す
べ
て
の
社
員
の
生

活
を
守
る
た
め
、
賃
金
引
き

上
げ
と
待
遇
改
善
を
強
く
求

め
ま
す
。 

 

会
社
は
時
給
制
契
約
社
員

の
時
給
引
き
上
げ
要
求
に
対

し
て
、
最
賃
引
き
上
げ
に
伴

い
時
給
は
上
が
っ
て
い
る
と

し
て
要
求
に
応
じ
て
い
ま
せ

ん
。
今
年
度
の
最
低
賃
金
は
、

時
間
額
・
率
と
も
に
過
去
最

高
の
引
き
上
げ
と
な
り
ま
し

た
が
、
最
賃
引
き
上
げ
を
待

つ
の
で
は
な
く
、
基
本
給
（
プ

ラ
ス
２
０
円
部
分
の
大
幅
引

き
上
げ
）
ア
ッ
プ
な
ど
春
闘

時
の
賃
金
引
上
げ
を
強
く
求

め
ま
す
。 

 

日
本
郵
政
グ
ル
ー
プ
は
９

月
３
０
日
、
郵
政
ユ
ニ
オ
ン

に
対
し
、「
新
人
事
給
与
制
度

見
直
し
の
方
向
性
」
に
つ
い

て
提
案
し
て
き
ま
し
た
。
各

社
は
①
定
期
昇
給
の
廃
止
を

含
め
た
見
直
し
、
②
一
般
職

と
地
域
基
幹
職
１
・
２
級
の

統
合
、
③
ト
ー
タ
ル
で
の
新

た
な
人
事
諸
制
度
の
構
築
を

目
指
す
と
回
答
。
さ
ら
に
２

５
春
闘
で
は
、
社
員
の
自
律

的
な
成
長
・
挑
戦
を
促
す
た

め
の
各
種
人
事
制
度
の
見
直

し
を
、「
向
こ
う
２
年
間
を
め

ど
に
結
論
を
導
き
出
せ
る
よ

う
検
討
を
進
め
る
」
と
し
て

現
時
点
に
お
け
る
方
向
性
を

示
し
て
き
ま
し
た
。
本
部
は
、

労
働
条
件
の
低
下
を
許
さ
ず
、

改
善
を
求
め
る
立
場
か
ら
交

渉
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

 

賃
金
引
き
上
げ
要
求
な
ど

詳
細
に
つ
い
て
は
、
次
号
以

降
で
掲
載
し
ま
す
。 

 

 

全労協・郵政産業労働者 

ユニオン長崎中郵支部 

機関紙「みらい」 

ＮＯ．４６２１ 

`2６年２月１３日（金） 

℡･Fax 095-828-1953 

  文責 支部書記長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期間雇用パート労働者の皆さん! 困リごとは職場の郵政ユニオンへご相談を。      

1 集-海江田, 2 集-向井, 3 集-山田, 支部・分会の役員へ。        

第１４回中央委員会アピール （抜粋） 

郵政産業労働者ユニオンは２月６日、第14回中央委員会を開催

し、26春闘をどのようにたたかって組織の強化・拡大につなげて

いくのか、活発な議論を通じて春闘方針を確立しました。昨年10

月に高市政権が発足し、初の女性首相として高い支持率を維持して

います。しかし、台湾有事は「存立危機事態になり得る」との発言

では日中関係の悪化を招き、首相としての資質が問われています。

経済政策では金融緩和と積極財政を掲げていますが、円安の進行と

長期金利の上昇で日本経済の先行きへの懸念も指摘されています。 

日本郵便では不適切なクロスセルや点呼の問題など不祥事が続

き、民間企業としてのガバナンス不全が改めて露になっています。

日本郵政グループは「新人事給与制度見直しの方向性」として、定

期昇給の廃止や一般職と地域基幹職等1・2級の統合などを提案し

ています。また次期「中期経営計画の骨子」では、コンプライアン

スとガバナンスの強化、人材投資やデジタル化による経営基盤強化

を掲げていますが、事業の公共性後退や労働条件悪化への不安も拭

えません。こうした中で、会社に対してしっかりと意見を述べ、労

働者の権利と生活を守る郵政ユニオンの存在意義はますます大き

くなっています。  

長崎市長は被爆宣言で、「一人ひとりの力は小さくとも、結集す

れば未来を切り拓く大きな力になる。はじめの一歩は相手を知るこ

と。対話と交流を重ね、小さな信頼を積み重ねることが市民社会の

役割だ」と述べました。この「市民社会」を「組合活動」と読み替

えると、まさに私たち組合員が果たすべき役割そのものです。大幅

な賃上げや増員、格差是正など職場要求の実現に向け、組合員一人

ひとりが一歩を踏み出し、対話と信頼を積み重ねながら組織拡大に

つなげていく。その積み重ねこそが26春闘を勝利へ導く力になる

と確信し最後までたたかい抜く決意です。        以上  

 


